第１０章　電気・ガス・水道
概況
昭和54年の府下における電気・ガス・水道の需給状況は、電気・ガス・水道でそれぞれ増加を示した。
　まず電力使用量は、前年に比べ1.6パーセントの増加、ガス使用量は4.8パーセントの増加、上水道給水量は1.6パーセントの増加となった。又、下水道の排水施設普及率は、0.6ポイント上昇して53.5パーセント、下水道の処理施設普及率も0.7ポイント増の52.4パーセントとなった。
電気事業
　昭和54年現在における電灯需要の契約口数をみるとその総数は、328万2千口をかぞえ前年の319万9千口に対し2.6パーセントの増加を示した。その内訳をみると定額制のものは39万5千口と前年に比べ3.9パーセント、従量制は28万8千口で2.5パーセントとそれぞれ増加を示している。又、契約口数の増加とあいまって、その使用電力量も877万6千メガワット時と前年より1.6パーセント増加したが、１口当たりの年間使用量は前年に比べ1.0 パーセント減の2,674キロワット時となった。
　一方電力需要についてみると、契約口数は44万9千口をかぞえ、その使用量は2,733万2千メガワット時にのぼり、前年に比べそれぞれ5.7パーセント、4.3パーセント増加している。
　このうち500キロワット未満の需要家数は総需要家数の99.6パーセントとそのほとんどを占め、前年と同率である。契約電力では776万キロワット、使用電力量では1,048万2千メガワット時となり、契約電力量では62.4パーセント、使用電力量では38.4パーセントのウェイトを占め、前年に比べそれぞれ0.2ポイント増、0.4ポイント増とわずかながら増加した。
　なお500キロワット以上の大口電力契約による需要家数は1,750件で前年より4.1パーセント増加し、使用電力量では1,685万メガワット時で3.7パーセントの増加となった。
都市ガス
　大阪ガス株式会社における昭和54年中のガス生産量は、50億8,937万立方メートルと前年の48億1,438万立方メートルに対し5.7パーセントの増加を示した。これは、石炭ガス生産量が、9億5,989万立方メートルと前年にひきつづき落ち込みを示したものの、混入ガス生産量は、41億2,948万立方メートルと前年比9.6パーセントの増加を示したためである。
　一方、消費量は32億9,622万立方メートルとなり、前年比4.8パーセントの増加となった。内訳をみると家庭用が18億8,376万立方メートルと全体の57.1パーセントを占め、次いで工業用の20.2パーセント、商業用の17.1パーセントとなっている。対前年比では、公用が2.2パーセント減となっているが、それ以外はすべて増加している。
　また、府下需要家数の動きをみると、54年12月末現在249万7,576戸であり、家庭用が95.1パーセントを占めている。
水道
　上水道の配水量をみると、年間配水量は12億9,225万立方メートルで前年に比べ1.3パーセントの減となった。これを地域別にみると大阪市地域が5億7,408万立方メートルで全体の44.4パーセントを占めている。
　又、１人１日平均配水量は429リットルで前年に比べ2リットル減少した。これを市町村別にみると、大阪市が680リットルで第1位である。
　工業用水の使用状況をみると、１日当たりの総使用量は前年比2.4パーセント増の946万4千立方メートルとなった。
　このうち淡水の使用量は799万９千立方メートルで全体の84.5パーセントを占めている。これを水源別(淡水)にみると回収水が大半の81.3パーセントを占めており、次いで工業用水道9.4パーセント、上水道3.1パーセントとなっている。産業別使用量(淡水)では、化学が50.1パーセント､鉄鋼24.7パーセントでこの２業種が全体の四分の三を占めている。
　又、府全体に占める大阪市地域の割合は用水使用事業所数1,756で40.0パーセント、総使用量では208万立方メートルで22.0パーセントとなっている。
　次に府下における昭和54年度末現在の下水道の普及率をみると、排水施設が53.3パーセントで前年より0.6パーセント増となっている。これを地域別にみると、大阪市地域が排水施設、処理施設ともに97.8パーセントで８地域中最高である。
　また、都市下水路延長では、都市計画決定が、10万5,960メートル、供用開始が５万6,680メートルとなっている。
